
CO2排出量（スコープ 1~3） 算定報告書（2022 年度） 

株式会社博報堂 DY ホールディングス 

１．対象期間 

  2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

２．対象範囲 

CO2排出量スコープ 1,2 

親会社および国内グループ会社の主要拠点（123 箇所）を対象に集計。 

CO2排出量スコープ３ 

株式会社博報堂、株式会社大広、株式会社読売広告社、株式会社博報堂 DY メディア

パートナーズ、株式会社博報堂プロダクツ。 

３．算定方法 

CO2排出量スコープ 1,2 は、地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）ベースで

算定しています。電力については環境省「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制

度」より公表されている排出係数の 2022 年度代替値を使用して算定しています。 

CO2排出量スコープ 3 は、サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関す

る基本ガイドライン(Ver.2.5)に基づき、サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガ

ス排出等の算定のための排出原単位データベース(Ver.3.3)（以下、「環境省の排出原

単位データベース(Ver3.3)」という。）に則り算定しています。スコープ３について

は、エネルギー使用量が著しく少ない従業員数が 20 名未満の小規模な事業所は除外

しています。 

 

カテゴリー2 

報告年に取得した資本財の取得価額（「建物及び建物付属設備」「機械装置」「車両

運搬具」「工具器具備品」等の合計金額）に対し、環境省の排出原単位データベース

(Ver3.3)より対象係数を用いて算定。 

カテゴリー3 

報告年の調達エネルギー量（電力・熱）に対し、環境省の排出原単位データベース

(Ver3.3)より対象係数を用いて算定。 

カテゴリー6 



報告年の出張交通費および通勤以外の交通費を国外航空機、国内航空機、国内鉄道、

タクシー、その他に分類しそれぞれの交通費を環境省の排出原単位データベース

(Ver3.3)より対象係数を用いて算定。出張交通費は一部（当社グループで使用してい

る出張管理システム使用分）を用いて算出。 

カテゴリー7 

報告年の通勤費に対し、環境省の排出原単位データベース(Ver3.3)より対象係数を用

いて算定。 

カテゴリー13 

所有権を持つリース資産（オフィスビル）の報告年の年間使用エネルギー量の当社持

分割合分に対し、環境省の排出原単位データベース(Ver3.3)より対象係数を用いて算

定。 

４．算定結果 

スコープ 1,2 排出量 

スコープ CO2排出量（t- CO2）  

スコープ 1 449 

スコープ 2 15,632 

計 16,081 

 

スコープ 3 カテゴリー別排出量 

カテゴリー CO2排出量（t- CO2）  

カテゴリー2（資本財） 3,759 

カテゴリー3（Scope1.2 に含まれない燃料及びエ

ネルギー活動） 2,117 

カテゴリー6（出張） 5,140 

カテゴリー7（雇用者の通勤） 2,085 

カテゴリー13（リース資産：下流） 1,914 

※  を付した値について第三者保証を受けています。 

スコープ 3：スコープ 1、スコープ 2 以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出) 

上記以外のカテゴリーの一部も試算していますが、本報告に含めていません。 

以上 




